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<学ぶ学生>の実像－大学教育の条件は何か－
濱中淳子先生（早稲田大学教育・総合科学学術院・教授）

（新著の紹介）



（ご紹介）

濱中淳子
はまなか じゅんこ

早稲田大学教育・総合科学学術院・教授

東京大学大学院教育学研究科総合教育科学専攻博士課
程修了。博士(教育学)。リクルートワークス研究所、
大学入試センター研究開発部、東京大学高大接続研究
開発センター教授等を経て、2019年4月より現職。

単著に『検証・学歴の効用』(勁草書房，2013年)
『「超」進学校 開成・灘の卒業生』（ちくま新書，
2016年）、共著に『教育劣位社会』（岩波書店，
2016年）、編著に『大学入試改革は高校生の学習行
動を変えるか』（ミネルヴァ書房，2019年）など
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濱中淳子・葛城浩一 (2024). <学ぶ学生>の実像－大学教
育の条件は何か－ 勁草書房（2024年12月）

序 章 大学生の学びを問い直す［濱中淳子］

第1章 余白を埋める——ノンエリート大学における学び
［葛城浩一］

第2章 展望に縛られる——中堅大学における学び
［山内乾史・葛城浩一］

第3章 道を切り拓く——エリート大学における学び
［濱中淳子］

第4章 学びに魅了される——放送大学における学び［吉田文］

終 章 大学教育の条件は何か——知見と考察［濱中淳子］



それではご覧ください



『〈学ぶ学生〉の実像－大学教育の条件は何か』

早稲田大学
濱中 淳子



《執筆メンバー》
濱中淳子（早稲田大学）：編者
葛城浩一（神戸大学）：編者
吉田文（早稲田大学）
山内乾史（佛教大学）
大多和直樹（お茶の水女子大学）
武藤浩子（早稲田大学）

勁草書房より2024.12出版

科学研究費補助金 基盤B 2020-2023
現代日本における「大学生の学習行
動」に関する総合的研究

の成果として



ポイント４点

【問い】
学生が学びに意欲的になる条件を問うのではなく、正課に意欲的に取り組
んでいる学生がどのような学びを展開しているのかを問う。

【データ】
量的調査ではなく、質的調査。80名を超える学生へのインタビュー調査か
ら12名の語りを使用。

【対象】
ノンエリート大学、中堅大学、エリート大学の学生＋放送大学の学生。

【枠組み】
大学の学びへの階梯を三段階に分けた枠組み図をもとに分析。
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→学生が学ぶようになったその先にみられる景色はどのようなものか？
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調査の概要

機関タイプ 所在地 調査期間 対象者数

N大学 ノンエリート大学 関西 2021-2022年度 18名

M1大学
中堅大学

関西 2022年度 8名

M２大学 関西 2022年度 8名

E大学 エリート大学 関東 2020-2022年度 34名

放送大学 関東 2021-2022年度 18名

→４つの機関タイプそれぞれ３名の学生のストーリを描写・分析
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知見と考察



第１章 余白を埋める―ノンエリート大学における学び
 「三重苦」の中で―ミスズの場合
 いい流れにのって―タカオの場合
 全部「S」を取ろう―アカリの場合

第２章 展望に縛られる―中堅大学における学び
 警察官になりたい―マリの場合
 つまらない授業に耐える―トオルの場合
 もっと学びたい―モミジの場合

第３章 道を切り拓く―エリート大学における学び
 ゼミに全力投入したけれども―メイの場合
 教員との禅問答のなかで―カズヨシの場合
 指定校推薦の枠があったから―リョウヘイの場合

第４章 学びに魅了される―放送大学における学び
 大卒になりたい―サチコの場合
 友人に囲まれて―エイイチの場合
 分析を重ねる―ソウジロウの場合



〈大学固有の学び〉を
展開することの難しさ



考察～〈大学固有の学び〉を支える条件

1. 大学へ進学するまでに〈学校教育の枠組みでの学び〉を十分に経
験していること。そうでなければ、 〈学校教育の枠組みでの学
び〉を展開することが大学での学びの中心に据えられてしまう。

2. 大学教員による指導。しかも、学部時代の早い時期から要所要所
で、マンツーマンに近い指導を受けることが望ましい。

＋「大学での学び＝手段」となると、〈大学固有の学び〉は展開にしにくい。

大学での学びをどう捉えるべきか？Cf.手がかりとしてのソウジロウの学び

資源の現状…〈大学固有の学び〉は幻想か？


	no329r.pdf
	濱中プレゼン資料.pdf
	『〈学ぶ学生〉の実像－大学教育の条件は何か』
	スライド番号 2
	ポイント４点
	ポイント４点
	スライド番号 5
	ポイント４点
	調査の概要
	スライド番号 8
	ポイント４点
	スライド番号 10
	知見と考察
	スライド番号 12
	スライド番号 13
	考察～〈大学固有の学び〉を支える条件


